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(57)【要約】
【課題】先端部にアダプタが着脱自在で、且つチャネル
の連通部を有する内視鏡装置であって、連通部の密閉性
を確保できるとともに、密閉部材の交換を容易に行うこ
とができる構成を具備する内視鏡装置を提供する。
【解決手段】先端部１５の先端面１９ｓから先端側に突
出して形成された、先端部１５に対するアダプタ５５の
位置決めを行う凸部１９ｔと、凸部１９ｔの後端側の外
周に嵌合されたＯリング２０と、挿入部２５内に設けら
れたチャネル１８と、アダプタ５５の後端面５８ｓから
先端側に凹んで形成された凹部５８ｈと、凹部５８ｈの
外周から後端側に突出して形成された、先端部１５にア
ダプタ５５が装着された際、Ｏリング２０を押圧する押
圧部材５８ｐと、アダプタ５５の内部に設けられた、先
端部１５にアダプタ５５が装着された際、チャネル１８
と連通するチャネル５７と、を具備したことを特徴とす
る。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の挿入部の挿入方向の先端側の先端部に着脱自在なアダプタを具備する内視鏡装
置であって、
　前記先端部の前記先端側の先端面から前記先端側に突出して形成された、前記先端部に
対する前記アダプタの位置決めを行う凸部と、
　前記凸部の前記挿入方向の後端側の外周に嵌合された密閉部材と、
　前記内視鏡の前記挿入部内に前記挿入方向に沿って設けられた第１のチャネルと、
　前記アダプタの前記後端側の後端面から前記先端側に凹んで形成された、前記先端部に
前記アダプタが装着された際、前記凸部が嵌入する凹部と、
　前記アダプタの前記凹部の外周から前記後端側に突出して形成された、前記先端部に前
記アダプタが装着された際、前記密閉部材を押圧する押圧部材と、
　前記アダプタの内部に前記挿入方向に沿って設けられた、前記先端部に前記アダプタが
装着された際、前記第１のチャネルと連通する第２のチャネルと、
　を具備したことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記アダプタは、発光体を具備することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記凸部は、前記先端面に複数設けられていることを特徴とする請求項１又は２に記載
の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記アダプタの内部に、第１の観察光学系が、前記凹部の底面に露出するよう設けられ
ており、
　前記凸部の内部に、該凸部の突出面に露出する、前記先端部に前記アダプタが装着され
た際、前記第１の観察光学系に対向して位置する第２の観察光学系が設けられていること
を特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記発光体に電力を供給する第１の電気接点が、前記凹部の底面に露出するよう設けら
れており、
　前記凸部の内部に、該凸部の突出面に露出する、前記先端部に前記アダプタが装着され
た際、前記第１の電気接点に電気的に接続されて前記発光体に電力を供給する第２の電気
接点が設けられていることを特徴とする請求項２～４のいずれか１項に記載の内視鏡装置
。
【請求項６】
　前記凸部の内部に、該凸部の突出面に開口する前記第１のチャネルが形成されていると
ともに、前記アダプタの内部に、前記凹部の底面に開口する前記第２のチャネルが設けら
れていることを特徴とする請求項２～５のいずれか１項に記載の内視鏡装置。
【請求項７】
　前記密閉部材は、環状のシール部材であることを特徴とする請求項１～６のいずれか１
項に記載の内視鏡装置。
【請求項８】
　前記凸部の前記外周に、前記密閉部材が嵌合する溝が、一部に溝無し部を有するよう形
成されていることを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の内視鏡装置。
【請求項９】
　前記溝無し部は、前記凸部の前記外周において、前記先端部の外周に近接する位置に形
成されていることを特徴とする請求項８に記載の内視鏡装置。
【請求項１０】
　前記凸部の外周面は、曲面と角部との少なくとも一方を有する形状に形成されており、
　前記溝無し部は、前記曲面の曲率が急激に変化する位置と前記角部が設けられた位置と
の少なくとも一方に設けられていることを特徴とする請求項８または９に記載の内視鏡装
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置。
【請求項１１】
　前記溝無し部は、該溝無し部に対して前記溝が徐々に減少するよう前記溝と連続的に形
成されていることを特徴とする請求項８または９に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アダプタが、内視鏡の挿入部の挿入方向の先端側の先端部に着脱自在な内視
鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡は医療分野、工業分野において広く利用されている。また、内視鏡を用い
た観察対象は、生体内における管腔、配管等の内部である。このため、内視鏡検査を行う
際には、観察対象を照明する発光体が必要となる。
【０００３】
　一般的に、内視鏡には、該内視鏡が接続される外部装置に設けられた発光体としての光
源装置から照明光が供給される構成を有している。具体的には、光源装置から照射された
照明光は、内視鏡の挿入部に挿通されたライトガイドに供給されることによって、照明光
は、ライトガイドを介して挿入部の先端部まで伝送され、該挿入部先端部に設けられた照
明窓から観察対象に向けて照射される構成となっている。
【０００４】
　また、近年においては、光源装置から照射された照明光を、ライトガイドを介して内視
鏡の挿入部の先端部まで伝送する構成の他、発光体としてＬＥＤ等の発光素子を挿入部の
先端部に設け、該発光素子から照射された照明光によって観察対象を照明する構成を具備
する内視鏡が提案されている。
【０００５】
　尚、発光素子を先端部に設けた内視鏡、例えば電子内視鏡においては、発光素子によっ
て照明された観察対象を先端部に設けられた撮像素子にて撮像する構成を有している。よ
って、内視鏡の挿入部には、撮像素子から延出される信号ケーブルの他、発光素子に電力
を供給するライトガイドよりも細径の電力供給ラインが挿通されている。このことにより
、細径かつ簡素な構成により、内視鏡の高機能化を図ることができる。
【０００６】
　図１２は、従来の内視鏡の先端部にアダプタが装着されている状態を概略的に示す部分
斜視図、図１３は、図１２の内視鏡先端部を示す部分斜視図である。
【０００７】
　ここで、特許文献１には、図１３に示す内視鏡の先端部１５０に対し、図１２に示す光
学アダプタ等のアダプタ１６０が着脱自在であり、アダプタ１６０に、上述したＬＥＤ等
の発光素子１６１が設けられたアダプタ式内視鏡の構成が開示されている。
【０００８】
　具体的には、アダプタ１６０に、発光素子１６１の他、該発光素子１６１に電力を供給
する端子部材１６２が設けられているとともに、内視鏡の先端部１５０に、該先端部１５
０にアダプタ１６０が装着された際、端子部材１６２に電気的に接続される端子部材１５
２が設けられた構成が開示されている。尚、端子部材１５２には、上述した図示しない電
力供給ラインが電気的に接続されている。
【０００９】
　図１４は、図１２中のXIV－XIV線に沿う断面図である。また、特許文献１には、図１４
に示すように、アダプタ１６０における内視鏡の先端部１５０への装着部位となる止め輪
１６４の内周に、アダプタ１６０及び内視鏡の先端部１５０にそれぞれ設けられた対物光
学系１６３、１５３や端子部材１５２、１６２に、外部から水等の液体や塵埃等の進入を
防ぐ密閉部材である環状のシール部材、例えばＯリング１６５が設けられた水密構造が開



(4) JP 2009-291314 A 2009.12.17

10

20

30

40

50

示されている。
【００１０】
　Ｏリング１６５は、内視鏡の先端部１５０にアダプタ１６０が装着された際、アダプタ
１６０が具備するアダプタ本体１６０ｈの後端側に形成された押圧部１６０ｈｐによって
内周方向に押圧された状態で、先端部１５０の外周と止め輪１６４の内周との間に密着し
て位置することにより、上述した各種部材１６３、１５３、１６２、１５２へ、外部から
液体や塵埃等が進入してしまうことを防止する。
【００１１】
　図１５は、従来のアダプタ位置決め用の凸部が設けられた内視鏡先端部に、アダプタが
装着された状態を示す部分断面図である。
【００１２】
　また、アダプタ式内視鏡の従来構造として、図１５に示すように、内視鏡先端部１５０
に対しアダプタ１６０が着脱自在な構成において、内視鏡挿入部に、処置具や各種流体を
通過させるチャネル１５７が設けられているとともに、アダプタ１６０内にも内視鏡先端
部１５０にアダプタ１６０が装着された際、チャネル１５７に連通部１７０において連通
して処置具や各種流体を通過させるチャネル１６７が設けられた構成が周知である。
【００１３】
　尚、内視鏡先端部１５０には、上述した対物光学系１５３の他、観察対象を撮像する撮
像ユニット１５８や、該撮像ユニット１５８に対し電気信号を送受信する内視鏡挿入部内
に挿通された信号ケーブル１５９や、図示しない電源供給ライン等が設けられている。
【００１４】
　また、内視鏡先端部１５０の先端面に、該先端面によりも先端側に突出する凸部１５０
ｔが設けられており、該凸部１５０ｔに、上述した対物光学系１５３の一部や、電源ライ
ンが電気的に接続された端子部材１５２が設けられている（図１５においては端子部材１
５２は図示されず）。凸部１５０ｔは、アダプタ１６０が内視鏡先端部１５０に装着され
た際、アダプタ１６０の後端面に形成された凹部１６０ｈに嵌入する。
【００１５】
　凸部１５０ｔは、平面視した状態で一部に直線部が設けられる形状を有していることに
より、アダプタ１６０が内視鏡先端部１５０に装着された際、先端部１５０に対するアダ
プタ１６０の回転を規制することにより、対物光学系１５３に対する対物光学系１６３の
位置ずれや、端子部材１５２に対する端子部材１６２の位置ずれを防止する。即ち、内視
鏡先端部１５０に対するアダプタ１６０の位置決めを行う。
【特許文献１】特開２００８－０３６０３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　ここで、特許文献１に開示されたアダプタ式内視鏡または従来の内視鏡では、上述した
ように、Ｏリングは、装着位置におけるアダプタの内周面または内視鏡先端部の外周面に
設けられ、内視鏡先端部にアダプタが装着された際、装着位置におけるアダプタの内周と
内視鏡先端部の外周との間に位置することにより、外部からの液体や塵埃の進入を防止し
ている。
【００１７】
　ところが、図１５に示すように、チャネル１５７、１６７が設けられている構成におい
ては、先端部１５０に対してアダプタ１６０を装着した際、各チャネル１５７、１６７の
連通部１７０が気密に塞がれる構成を有していないことから、連通部１７０から凸部１５
０ｔと凹部１６０ｈとの嵌合面に液体や塵埃等が進入し、該進入した液体や塵埃が対物光
学系１６３、１５３や端子部材１５２、１６２に付着してしまう場合があった。尚、この
ような問題は、従来の構成においては、何等考慮がなされていなかった。
【００１８】
　これは、従来までの工業用内視鏡において、アダプタ式で、かつチャンネルを有する内
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視鏡は、通常のアダプタ式の内視鏡よりも複雑な形状に形成されており、防水性を確保し
難いことや、防水性よりも細径化が重要視されてきた背景にある。
【００１９】
　しかしながら、近年においては、細径化のみならず防水性も重要視されている背景から
、アダプタ式で、かつチャンネルを有する内視鏡であっても、チャネル１５７、１６７の
連通部１７０に防水性を確保しなければならない事情にある。尚、防水性の確保は、医療
用に用いるアダプタ式内視鏡においては、特に重要である。
【００２０】
　また、従来の構成においては、連通部１７０が気密構造を有していないことから、従来
のアダプタ式内視鏡においては、連通部１７０から各種流体の漏れが発生するため、チャ
ネル１５７、１６７を用いた医療用内視鏡において通常行われている送気送水動作を行う
ことが出来ないといった問題もある。
【００２１】
　さらに、従来の構成においては、内視鏡先端部に対するアダプタの着脱が繰り返される
と、摩耗等によりＯリングが破損する場合があることから、水密性を確保するため、Ｏリ
ングは定期的に交換する必要があるが、通常、Ｏリングは溝に嵌合することにより設けら
れることから、内視鏡先端部やアダプタのように細径の部材においては、操作者は、溝か
らＯリングを取り外し難く、交換性が悪いといった問題もあった。
【００２２】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、先端部にアダプタが着脱自在で、
且つチャネルの連通部を有する内視鏡装置であって、連通部の密閉性を確保できるととも
に、密閉部材の交換を容易に行うことができる構成を具備する内視鏡装置を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　上記目的を達成するために本発明による内視鏡装置は、内視鏡の挿入部の挿入方向の先
端側の先端部に着脱自在なアダプタを具備する内視鏡装置であって、前記先端部の前記先
端側の先端面から前記先端側に突出して形成された、前記先端部に対する前記アダプタの
位置決めを行う凸部と、前記凸部の前記挿入方向の後端側の外周に嵌合された密閉部材と
、前記内視鏡の前記挿入部内に前記挿入方向に沿って設けられた第１のチャネルと、前記
アダプタの前記後端側の後端面から前記先端側に凹んで形成された、前記先端部に前記ア
ダプタが装着された際、前記凸部が嵌入する凹部と、前記アダプタの前記凹部の外周から
前記後端側に突出して形成された、前記先端部に前記アダプタが装着された際、前記密閉
部材を押圧する押圧部材と、前記アダプタの内部に前記挿入方向に沿って設けられた、前
記先端部に前記アダプタが装着された際、前記第１のチャネルと連通する第２のチャネル
と、を具備したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明によれば、先端部にアダプタが着脱自在で、且つチャネルの連通部を有する内視
鏡装置であって、連通部の密閉性を確保できるとともに、密閉部材の交換を容易に行うこ
とができる構成を具備する内視鏡装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。尚、以下、内視鏡装置は、ショ
ルダ式の工業用の内視鏡装置を例に挙げて説明する。
【００２６】
（第１実施の形態）
　図１は、本実施の形態を示す内視鏡装置の斜視図、図２は、図１の内視鏡の挿入部の先
端側の先端部を示す部分斜視図、図３は、図２の先端部を拡大して示す部分斜視図、図４
は、図２の先端部にアダプタが装着された状態を示す部分斜視図、図５は、図４中のV-V
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線に沿う断面図である。
【００２７】
　図１に示すように、内視鏡装置１は、内視鏡２と、該内視鏡２に接続された装置本体３
と、例えば光学アダプタから構成されたアダプタ５５とにより主要部が構成されている。
【００２８】
　内視鏡２は、細長で可撓性を有する細径の、例えば直径が４ｍｍの挿入部２５と、該挿
入部２５の挿入方向Ｓの後端（以下、単に後端と称す）に接続された、把持部２７を有す
る操作部２４と、該操作部２４の把持部２７から延出された可撓性を有するユニバーサル
コード２６とにより主要部が構成されている。
【００２９】
　挿入部２５に、該挿入部２５の挿入方向Ｓの先端（以下、単に先端と称す）側から順に
、アダプタ５５が着脱自在な先端部１５と、操作部２４の湾曲操作レバー１３１の湾曲操
作により、例えば上下／左右方向に湾曲される湾曲部２２と、可撓性部材にて形成された
長尺な可撓管部２３とが連設されており、可撓管部２３の後端部が操作部２４に接続され
ている。
【００３０】
　操作部２４に、湾曲部２２を湾曲動作させる湾曲操作レバー１３１が少なくとも４方向
に傾倒自在となるよう直立して配設されている。
【００３１】
　湾曲操作レバー１３１は、操作者により傾倒方向が変化されることによって、湾曲部２
２を上下／左右の４方向の内、いずれかの方向に、挿入部２５内に挿通された図示しない
湾曲操作ワイヤを介して湾曲動作させる。尚、操作部２４には、図示しないが、湾曲操作
レバー１３１の他、後述する撮像ユニット３０（図５参照）における各種撮像動作を指示
する各種スイッチが配設されている。
【００３２】
　操作部２４から延出したユニバーサルコード２６の端部が接続された装置本体３は、例
えば箱状を有しており、例えばマグネシウムダイキャストにより構成された外装筐体２３
５により覆われた内部に、画像処理用のＣＰＵ等の電気部品が複数固定された基板（図示
されず）や、後述するＬＥＤ５１（図４参照）に電源を供給する図示しないバッテリユニ
ット等が配設されている。
【００３３】
　また、装置本体３の外装筐体２３５に、内視鏡２の撮像ユニット３０（図５参照）によ
り撮像された内視鏡画像を表示するモニタ７が、外装筐体２３５に対し開閉自在に固定さ
れている。尚、モニタ７は、外装筐体２３５に対し着脱自在であっても構わない。
【００３４】
　また、装置本体３の携帯性を向上させるため、装置本体３を操作者の肩等に掛けるため
のベルト１０が、例えば装置本体３に対して着脱自在となるよう、外装筐体２３５に２点
で固定されている。
【００３５】
　さらに、箱状の外装筐体２３５の４辺に、装置本体３を戴置するためのゴム（例えばＮ
ＢＲ）等により形成された、例えば４つの脚部２５８が固定されている。
【００３６】
　次に、アダプタ１１０の内部の構成、先端部１５の内部の構成について、図２～図５を
用いて説明する。
【００３７】
　図５に示すように、先端部１５は、略筒状に形成された先端部本体１９を具備している
。先端部本体１９の先端面１９ｓに、図２、図３、図５に示すように、先端面１９ｓから
先端側に突出する凸部１９ｔが形成されている。また、凸部１９ｔは、図２、図３に示す
ように、直線部１９ｔｓを有している。
【００３８】
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　凸部１９ｔは、先端部１５にアダプタ５５が装着された際、アダプタ５５の後述するア
ダプタ本体５８の後端面５８ｓに形成された凹部５８ｈに嵌合されることにより、直線部
１９ｔｓによって、先端部１５に対するアダプタ５５の位置決めを行う部材である。
【００３９】
　また、図５に示すように、凸部１９ｔの後端側の外周に、周状の溝１９ｍが形成されて
おり、図２、図３、図５に示すように、該溝１９ｍに、密閉部材である環状のシール部材
、例えばＯリング２０が嵌合されている。溝１９ｍは、嵌合されたＯリング２０が、先端
部１５に対するアダプタ５５の着脱に伴い、凸部１９ｔの外周から脱却されてしまうのを
防ぐものである。
【００４０】
　図５に示すように、凸部１９ｔに、挿入方向Ｓに沿って先端側が突出面１９ｔｂに開口
する貫通孔１９ｂが形成されており、該貫通孔１９ｂには、第２の観察光学系である対物
光学系１６を保持する対物レンズ枠３１が嵌入されて固定されている。尚、対物レンズ枠
３１は、対物光学系１６の先端側のレンズの先端面が、凸部１９ｔの突出面１９ｔｂに露
出するよう、貫通孔１９ｂに固定されている。
【００４１】
　また、凸部１９ｔに、図３に示すように、貫通孔１９ｂを径方向に挟むように、挿入方
向Ｓに沿って先端側が突出面１９ｔｂに開口する２つの貫通孔１９ｅが形成されている。
各貫通孔１９ｅに、図２、図３に示すように、第２の電気接点である接点ピン１７がそれ
ぞれ設けられている。
【００４２】
　接点ピン１７は、先端が凸部１９ｔの突出面１９ｔｂに臨むよう各貫通孔１９ｅにそれ
ぞれ設けられており、外周が絶縁パイプ１７ｚによって覆われている。また、接点ピン１
７の各後端側に、上述した装置本体３内に設けられたバッテリユニットから延出され、ユ
ニバーサルコード６、操作部２４、挿入部２５内に挿通された電源供給ラインの先端側が
それぞれ電気的に接続されている。
【００４３】
　接点ピン１７は、装置本体３内に設けられたバッテリユニットからの電力を、アダプタ
５５の後述するＬＥＤ５１に供給するために用いられるものである。
【００４４】
　また、先端部本体１９の内部の空間において、対物光学系１６の後端側に、撮像ユニッ
ト３０が位置している。さらに、撮像ユニット３０に、撮像用ケーブル３５内に設けられ
た複数の撮像用のリード線の先端における絶縁用の外皮樹脂から剥き出しになった部位が
、例えば半田により電気的に接続されている。
【００４５】
　撮像用ケーブル３５は、外周が、ノイズ対策用の金属素線が編組されることにより構成
されており、挿入部２５、操作部２４、ユニバーサルコード２６内に挿通されている。尚
、撮像用ケーブル３５の複数の撮像用のリード線の後端は、装置本体３内に設けられた画
像処理用の画像生成回路等が電気的に接続されている。複数の撮像用のリード線は、撮像
ユニット３０と装置本体３内の画像処理用の画像生成回路等の基板との間で、撮像信号の
送受信を行うものである。
【００４６】
　先端部本体１９の凸部１９ｔを避けた位置であって、図５中における貫通孔１９ｂの下
方に、図５に示すように、先端側が先端面１９ｓに開口する貫通孔１９ｗが、挿入方向Ｓ
に沿って形成されている。
【００４７】
　また、貫通孔１９ｗには、図５に示すように、挿入部２５内に挿通され、内部に第１の
チャネル１８が形成された管路チューブ１８ｋが挿通されている。第１のチャネル１８は
、流体の他、処置具が挿通自在となっている。
【００４８】
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　また、先端部本体１９の外周において、凸部１９ｔよりも後端側に、先端部１５にアダ
プタ５５が装着された際、アダプタ５５の後述する止め輪５４のネジ部が螺合するネジ部
１９ｘ１が形成されている。
【００４９】
　さらに、先端部本体１９の後端部の内周に、ネジ部１９ｘ２が形成されており、ネジ部
１９ｘ２に、管状の湾曲部先端硬質部３６の先端側の外周が螺合されて固定されている。
【００５０】
　図５に示すように、アダプタ５５は、アダプタ本体５８を具備して構成されている。ア
ダプタ本体５８は、外周が、外装カバー４９、止め輪５４によって覆われている。
【００５１】
　アダプタ本体５８の後端面５８ｓにおいて、アダプタ５５が先端部１５に装着された際
、凸部１９ｔに対向する位置に、後端面５８ｓから挿入方向Ｓに沿って先端側に凹んで形
成された凹部５８ｈが形成されている。
【００５２】
　凹部５８ｈは、アダプタ５５が先端部１５に装着された際、凸部１９ｔが嵌合するとと
もに、凸部１９ｔの突出面１９ｔｂが凹部５８ｈの底面５８ｈｔに当接するよう形成され
ている。
【００５３】
　また、凹部５８ｈの外周縁から挿入方向Ｓに沿って後端側に突出する押圧部材５８ｐが
形成されている。押圧部材５８ｐの突出端には、内周方向を指向する図示しない切り欠き
が形成されている。
【００５４】
　押圧部材５８ｐは、アダプタ５５が先端部１５に装着された際、Ｏリング２０を、切り
欠きによって内周方向に押圧して潰すことにより、凸部１９ｔと凹部５８ｈとの間を水密
かつ気密に保つものである。
【００５５】
　アダプタ本体５８の凹部５８ｈが形成された位置に、挿入方向Ｓに沿って貫通孔５８ｂ
が形成されており、該貫通孔５８ｂに、第１の観察光学系である対物光学系５３が、一部
が底面５８ｈｔに露出するように嵌入固定されている。
【００５６】
　対物光学系５３は、アダプタ５５が先端部１５に装着された際、凹部５８ｈに凸部１９
ｔが嵌合するとともに、突出面１９ｔｂが底面５８ｈｔに当接することにより、対物光学
系１６と光軸が一致する。
【００５７】
　また、アダプタ本体５８の先端面には、図４、図５に示すように、ＬＥＤ５１に電力を
供給する電気基板５９が固定されており、電気基板５９に、発光体であるＬＥＤ５１が、
複数固定されている。
【００５８】
　また、アダプタ本体５８の凹部５８ｈが形成された位置であって、貫通孔５８ｂを避け
た位置に、貫通孔５８ｂを径方向において挟むように、先端が電気基板５９側に開口し、
後端が凹部５８ｈの底面５８ｈｔ側に開口する２本の図示しない貫通孔が形成されている
。
【００５９】
　各貫通孔には、図４に示すように外周が図示しない絶縁パイプによって被覆された第１
の電気接点である接点ピン５２がそれぞれ嵌入されている。接点ピン５２は、先端が電気
基板５９に電気的に接続されており、後端が先端部１５にアダプタ５５が装着された際、
先端部本体１９の接点ピン１７に当接するようになっている。このことにより、装置本体
３内に設けられたバッテリユニットからの電力は、上述した電力供給ライン、接点ピン１
７、５２、電気基板５９を介して、ＬＥＤ５１に供給されるようになっている。
【００６０】
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　アダプタ本体５８の凹部５８ｈを避けた位置であって、図５中における貫通孔５８ｂの
下方に、図５に示すように、貫通孔５８ｗが、挿入方向Ｓに沿って形成されている。
【００６１】
　また、貫通孔５８ｗには、図５に示すように、内部に第２のチャネル５７が形成された
管路５７ｋが挿通されている。第２のチャネル５７は、流体の他、処置具が挿通自在とな
っており、先端部１５にアダプタ５５が装着された際、第１のチャネル１８に、連通部９
９において連通する。
【００６２】
　アダプタ本体５８の外周において、外装カバー４９よりも後端側に、止め輪５４の先端
側の内周が嵌合、固定されている。止めネジ５４の後端側の内周面には、先端部１５にア
ダプタ５５が装着された際、先端部本体１９の外周面に形成されたネジ部１９ｘ１に螺合
する図示しないネジ部が形成されている。
【００６３】
　このように、本実施の形態においては、先端部１５にアダプタ５５が装着された際、凹
部５８ｈに嵌入することにより、直線部１９ｔｓによって、先端部１５に対するアダプタ
５５の位置決めを行う凸部１９ｔが、先端部本体１９の先端面１９ｓから先端側に突出し
て形成されているとともに、凸部１９ｔの後端側の外周に、Ｏリング２０が嵌合されてい
ると示した。
【００６４】
　また、先端部１５にアダプタ５５が装着された際、Ｏリング２０が、凹部５８ｈの外周
縁から挿入方向Ｓに沿って後端側に突出する押圧部材５８ｐの切り欠きによって、内周方
向に押圧されて潰されることにより、凸部１９ｔと凹部５８ｈとの間が水密かつ気密に保
たれると示した。
【００６５】
　このことによれば、先端部１５にアダプタ５５が装着された後、チャネル１８、５７を
介して液体の吸引を行ったり、チャネル１８、５７に処置具を挿通して各種処置を行った
りした際、チャネル１８、５７の連通部９９から、液体または塵埃等が、凸部１９ｔと凹
部５８ｈとの間に進入してしまうことを、Ｏリング２０が防ぐことができる。このことか
ら、各対物光学系１６、５３、各接点ピン１７、５２に液体や塵埃が付着してしまうこと
を、１つのＯリング２０のみで確実に防止することができる。
【００６６】
　また、液体や塵埃を防ぐＯリング２０は、１つのみで良いことから、先端部１５の省ス
ペース化を図ることができ、細径化を実現することができる。
【００６７】
　以上から、アダプタ５５が内視鏡先端部１５に装着された際、チャネル１８、５７の連
通部９９から流体や塵埃の進入を防ぐことができる構成を具備する内視鏡装置１を提供す
ることができる。
【００６８】
（第２実施の形態）
　図６は、本実施の形態を示す内視鏡装置における内視鏡の挿入部の先端部を拡大して示
す部分斜視図である。
【００６９】
　この第２実施の形態の内視鏡装置の構成は、上述した図１～図５に示した内視鏡装置と
比して、先端部本体の先端面に、複数の凸部を設け、電気接点を、対物レンズとは別の凸
部に設けた点が異なる。よって、この相違点のみを説明し、第１実施の形態と同様の構成
には同じ符号を付し、その説明は省略する。
【００７０】
　図６に示すように、先端部１５が具備する先端部本体１９の先端面１９ｓから、挿入方
向Ｓの先端側に突出するように、凸部１９０ｔが形成されているとともに、該凸部１９０
ｔを径方向に挟むように、先端面１９ｓから、２つの凸部６０が先端側に突出して形成さ
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れている。
【００７１】
　凸部１９０ｔの内部には、上述した対物光学系１６が設けられており、２つの凸部６０
の内部には、それぞれ接点ピン１７が設けられている。
【００７２】
　また、凸部１９０ｔの外周における後端部に、上述したＯリング２０が嵌合されており
、２つの凸部６０の外周における後端部にも、それぞれ密閉部材である環状のシール部材
、例えばＯリング６１が嵌合されている。尚、各Ｏリング２０、６１は、各凸部１９０ｔ
、６０の外周に形成された図示しない周状の溝に嵌合されている。
【００７３】
　また、図示しないが、アダプタ５５のアダプタ本体５８の後端面５８ｓに、先端部１５
に対してアダプタ５５が装着された際、凸部１９０ｔが嵌入する凹部と、２つの凸部６０
がそれぞれ嵌入する２つの凹部がそれぞれ形成されている。
【００７４】
　尚、凸部１９０ｔが嵌入する凹部の底面には、上述した対物光学系５３の一部が露出し
ており、２つの凸部６０がそれぞれ嵌入する２つの凹部の各底面には、接点ピン５２の後
端側がそれぞれ露出している。即ち、先端部１５に対してアダプタ５５が装着された際、
接点ピン１７は、接点ピン５２に電気的に接続される。
【００７５】
　このように、本実施の形態においては、対物光学系１６と、各接点ピン１７とが別々の
凸部１９０ｔ、６０に設けられており、各凸部１９０ｔ、６０の外周の後端側に、それぞ
れＯリング２０、６１が嵌合されていると示した。即ち、対物光学系１６、接点ピン１７
毎に、水密及び気密構造を設けると示した。
【００７６】
　このことによれば、アダプタ５５が内視鏡先端部１５に装着された際、チャネル１８、
５７の連通部９９から液体または塵埃等が、凸部１９０ｔと該凸部１９０ｔが嵌入する凹
部との間、凸部６０と該凸部６０が嵌入する凹部との間に進入してしまい、各対物光学系
１６、５３、各接点ピン１７に液体や塵埃が付着してしまうことを、第１実施の形態より
も確実に防止することができる。
【００７７】
　また、先端部本体１９に対して対物光学系１６、各接点ピン１７を設ける位置の自由度
を、第１実施の形態よりも向上させることができる。さらに、先端面１９ｓに複数の凸部
１９０ｔ、６０が設けられていることから、凸部１９０ｔ、６０を用いた先端部１５に対
するアダプタ５５の位置規定をより強固に行うことができる。尚、その他の効果は、上述
した第１実施の形態と同様である。
【００７８】
（第３実施の形態）
　図７は、本実施の形態を示す内視鏡装置における内視鏡の挿入部の先端部を拡大して示
す部分斜視図である。
【００７９】
　この第３実施の形態の内視鏡装置の構成は、上述した図６に示した第２実施の形態の内
視鏡装置と比して、先端部本体の先端面に、複数の凸部を設けるとともに、一つの凸部内
に、チャネルの開口を設けた点が異なる。よって、この相違点のみを説明し、第１実施の
形態と同様の構成には同じ符号を付し、その説明は省略する。
【００８０】
　図７に示すように、先端部１５が具備する先端部本体１９の先端面１９ｓにおいて、凸
部１９０ｔ、２つの凸部６０の他、図７中、凸部１９０ｔの下方に、先端面１９ｓから先
端側に突出する凸部６２が形成されている。
【００８１】
　また、凸部６２の先端面には、チャネル１８が開口されている。さらに、凸部６２の外
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周における後端部に、密閉部材である環状のシール部材、例えばＯリング６３が嵌合され
ている。尚、各Ｏリング６３は、凸部６２の外周に形成された図示しない周状の溝に嵌合
されている。
【００８２】
　また、図示しないが、アダプタ５５のアダプタ本体５８の後端面５８ｓには、さらに、
凸部６２が嵌入する凹部が形成されている。尚、凸部６２が嵌入する凹部の底面には、チ
ャネル５７が開口されている。
【００８３】
　即ち、先端部１５に対してアダプタ５５が装着された際、凸部６２が嵌入する凹部に嵌
入した状態で、チャネル１８とチャネル５７とは連通する。
【００８４】
　このように、本実施の形態においては、先端部本体１９に、チャネル１８が開口する凸
部６２が設けられており、凸部６２の外周の後端側に、Ｏリング６３が嵌合されていると
示した。即ち、チャネル１８にも、水密及び気密構造を設けると示した。
【００８５】
　このことによれば、先端部１５にアダプタ５５が装着された際、チャネル１８とチャネ
ル５７とは、Ｏリング６３によって、水密かつ気密に連通されることから、チャネル１８
とチャネル５７との連通部９９から、液体または気体が漏れることがない。
【００８６】
　よって、このような構成によれば、チャネル１８、５７を用いて、液体の送液または吸
引のみならず、気体の送気も行うことが可能となる。即ち、医療用の内視鏡で行う送気送
水動作を、チャネル１８、５７を用いて行うことができる。
【００８７】
　以上から、アダプタ５５が内視鏡先端部１５に装着された際、チャネル１８、５７の連
通部９９から流体や塵埃の進入を防ぐことができるのみならず、連通部９９の密閉性を確
保できる構成を具備する内視鏡装置１を提供することができる。
【００８８】
　また、上述した第２実施の形態同様、対物光学系１６が設けられる凸部１９０ｔの外周
における後端部にも、Ｏリング２０が設けられ、接点ピン１７が設けられる２つの凸部６
０の外周における後端部にも、それぞれＯリング６１が設けられていることから、チャネ
ル１８、５７以外の経路から、液体や塵埃が、各凸部１９０ｔ、６０と各凹部との間に進
入し、対物光学系１６、接点ピン１７に付着してしまうことを防止することができる。尚
、その他の効果は、上述した第１、第２実施の形態と同様である。
【００８９】
　尚、以下、変形例を、図８を用いて示す。図８は、図３の内視鏡の挿入部の先端部の凸
部に形成される溝の変形例を、Ｏリングを外した状態で示す部分斜視図である。
【００９０】
　上述した第１実施の形態においては、図５に示すように、凸部１９ｔの後端側の外周に
、周状の溝１９ｍが形成されており、該溝１９ｍに、Ｏリング２０が嵌合されていると示
した。
【００９１】
　ここで、溝１９ｍは、図８に示すように、一部に溝無し部７１が形成されるよう、不連
続に周状に形成されていても構わない。溝無し部７１は、凸部１９ｔの外周面１９ｔｇと
、同一面となるように形成されている。尚、溝無し部７１は、外周面１９ｔｇよりも外周
方向に高く形成されていても構わない。また、溝無し部７１は、溝１９ｍの底面１９ｍｔ
よりも高ければ、外周面１９ｔｇよりも低く形成されていても構わない。
【００９２】
　また、溝無し部７１は、凸部１９ｔの外周において、操作者がアプローチしやすい位置
に形成されている。具体的には、先端部１５の外周１５ｔに近接する位置に形成されてい
る。
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【００９３】
　より具体的には、凸部１９ｔの外周面１９ｔｇが図８に示すように曲面を有する形状に
形成されている場合、溝無し部７１は、曲面の曲率が急激に変化する位置に形成されてい
ればよい。尚、凸部１９ｔの外周面１９ｔｇが角部を有する形状に形成されている場合は
、溝無し部７１は、角部に形成されていればよい。
【００９４】
　このことによれば、溝１９ｍにＯリング２０を嵌合させた際、溝１９ｍが周状に形成さ
れていると、Ｏリング２０が溝１９ｍに完全に嵌合してしまい、Ｏリング２０を交換する
際、溝１９ｍからＯリング２０を脱却し難くなるが、図８に示す構成によれば、Ｏリング
２０は、溝１９ｍに嵌合させた際、溝無し部７１のみ嵌合しなくなることから、Ｏリング
２０を交換する際、操作者は、溝無し部７１が形成された位置に指を引っ掛ける等して、
容易に溝１９ｍからＯリング２０を脱却させることができる。尚、この際、凸部１９ｔの
外周面１９ｔｇにおいて、溝無し部７１が形成された部位に指標が形成されておれば、操
作者は、容易に、溝無し部７１の位置を、Ｏリング２０の上からでも確認することができ
る。
【００９５】
　さらに、Ｏリング２０は、溝１９ｍに溝無し部７１を除いて確実に嵌合していることか
ら、先端部１５に対して、アダプタ５５の着脱を繰り返したとしても、Ｏリング２０が溝
１９ｍから脱却することがない。
【００９６】
　尚、以上の構成は、第１実施形態の構成に限らず、第２実施の形態の各凸部１９０ｔ、
６０の外周に形成される溝や第３実施の形態の凸部６２の外周に形成される溝に適用して
も、本構成と同様の効果を得ることができる。
【００９７】
　以上から、上述した第１～第３実施の効果に加え、容易にＯリングを交換することがで
きる構成を具備する内視鏡装置１を提供することができる。
【００９８】
　また、以下、変形例を、図９～図１１を用いて示す。図９は、内視鏡の挿入部の先端部
の凸部に形成される溝の変形例を、Ｏリングを外した状態で示す部分斜視図、図１０は、
図９の溝にＯリングが嵌合された状態を示す内視鏡の挿入部の先端部の部分斜視図、図１
１は、図１０中のXI-XI線に沿う内視鏡の挿入部の先端部の部分断面図である。
【００９９】
　尚、図９～図１１においては、図面を簡略化するため、接点ピン１７を省略して示して
いる。
【０１００】
　図９に示すように、凸部１９０ｔの外周に形成される溝７７は、図９、図１１に示すよ
うに、一部に溝無し部７１を有するよう形成されている。具体的には、溝無し部７１は、
該溝無し部７１に対して溝７７が徐々に減少するよう溝７７と連続的に形成されていても
構わない。
【０１０１】
　尚、この場合であっても、溝無し部７１は、凸部１９０ｔの外周において、操作者がア
プローチしやすい位置に形成されている。具体的には、先端部１５の外周１５ｔに近接す
る位置に形成されている。また、本構成においても、外周面１９０ｔｇに、溝無し部７１
を示す指標が設けられていても構わない。
【０１０２】
　よって、図９～図１１に示す構成によれば、図１０に示すように、Ｏリング２０は、溝
７７に嵌合させた際、溝無し部７１のみ嵌合しなくなることから、Ｏリング２０を交換す
る際、操作者は、溝無し部７１が形成された位置に指等を引っ掛けて、容易に溝７７から
Ｏリング２０を脱却させることができる。
【０１０３】
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　尚、上述した第１～第３実施形態においては、内視鏡装置には、携帯性に優れたショル
ダ式の工業用の内視鏡装置を例に挙げて説明したが、これに限らず、挿入部を装置本体に
収納する大型の工業用の内視鏡装置は勿論のこと、チャンネル式のＡＤ内視鏡装置すべて
に適用してもよいことは勿論である。
【０１０４】
　さらに、上述した第１～第３実施の形態においては、アダプタは、直視型のアダプタを
例に挙げて示したが、側視型のアダプタに適用しても構わないということは云うまでもな
い。
【０１０５】
　また、上述した第１～第３実施の形態においては、発光体は、ＬＥＤを例に挙げて示し
たが、発光体は、ＬＥＤに限られるものではない。例えばレーザダイオード（ＬＤ）を用
いた場合、装置本体側には、光源となるＬＤが設けられると共に、そのＬＤからの励起光
をアダプタ側に設けた蛍光体まで導くライトガイドが必要になる。
【０１０６】
　また、発光体がＬＤであっても、発光する際には蛍光体が熱を発生するので、本発明の
適用は有効である。
【図面の簡単な説明】
【０１０７】
【図１】第１実施の形態を示す内視鏡装置の斜視図。
【図２】図１の内視鏡の挿入部の先端側の先端部を示す部分斜視図。
【図３】図２の先端部を拡大して示す部分斜視図。
【図４】図２の先端部にアダプタが装着された状態を示す部分斜視図。
【図５】図４中のV-V線に沿う断面図。
【図６】第２実施の形態を示す内視鏡装置における内視鏡の挿入部の先端部を拡大して示
す部分斜視図。
【図７】第３実施の形態を示す内視鏡装置における内視鏡の挿入部の先端部を拡大して示
す部分斜視図。
【図８】図３の内視鏡の挿入部の先端部の凸部に形成される溝の変形例を、Ｏリングを外
した状態で示す部分斜視図。
【図９】内視鏡の挿入部の先端部の凸部に形成される溝の変形例を、Ｏリングを外した状
態で示す部分斜視図。
【図１０】図９の溝にＯリングが嵌合された状態を示す内視鏡の挿入部の先端部の部分斜
視図。
【図１１】図１０中のXI-XI線に沿う内視鏡の挿入部の先端部の部分断面図。
【図１２】従来の内視鏡の先端部にアダプタが装着されている状態を概略的に示す部分斜
視図。
【図１３】図１２の内視鏡先端部を示す部分斜視図。
【図１４】図１２中のXIV－XIV線に沿う断面図。
【図１５】従来のアダプタ位置決め用の凸部が設けられた内視鏡先端部に、アダプタが装
着された状態を示す部分断面図。
【符号の説明】
【０１０８】
　１…内視鏡装置
　２…内視鏡
　１５…先端部
　１５ｇ…先端部の外周
　１６…対物光学系（第２の観察光学系）
　１７…接点ピン（第２の電気接点）
　１８…チャネル（第１のチャネル）
　１９ｍ…溝
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　１９ｓ…先端面
　１９ｔ…凸部
　１９ｔｂ…突出面
　２０…Ｏリング（密閉部材）（環状のシール部材）
　２５…挿入部
　５１…ＬＥＤ（発光体）
　５２…接点ピン（第１の電気接点）
　５３…対物光学系（第１の観察光学系）
　５５…アダプタ
　５７…チャネル（第２のチャネル）
　５８ｈ…凹部
　５８ｈｔ…底面
　５８ｐ…押圧部材
　５８ｓ…後端面
　６０…凸部
　６１…Ｏリング（密閉部材）（環状のシール部材）
　６２…凸部
　６３…Ｏリング（密閉部材）（環状のシール部材）
　７１…溝無し部
　７７…溝
　９９…連通部
　１９０ｔ…凸部
　Ｓ…挿入方向

【図１】 【図２】

【図３】
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